
日
本
の
人
口
変
動

(
一
九
二

O
年
l

一
九
七

O
年
)

天

井

勝

海

fet. 

め

じ

日本の人口変動(1920年一1970年)

第
十
一
回
国
勢
調
査
人
口
は
、
国
勢
調
査
人
口
と
し
て
は
、
初
め
て
、

一
億
人
を
超
え
た
。

こ
の
人
口
の
分
布
、
変
動
の
地
域
差
は
、
明
確
で
あ
り
、
各
々
の
地
域
の
地
理
的
特
性
が
人
口
現
象
上
の
特
色
を
生
み
出
し
、
又
、
逆

に
、
そ
の
人
口
現
象
が
地
域
的
特
性
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

本
報
文
で
は
、
人
口
現
象
の
地
域
的
特
性
を
把
握
す
る
た
め
、
最
近
の
人
口
現
象
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
特
色
を
生
じ
る
に
至
っ
た
一

九
二

O
年
|
一
九
七

0
年
間
の
人
口
変
動
の
要
因
(
出
生
・
死
亡
・
転
入
・
転
出
)

の
占
め
る
割
合
の
変
化
を
都
道
府
県
毎
に
明
ら
か
に

し
て
み
た
。

最
近
の
人
口
に
関
す
る
資
料
は
、
主
と
し
て
、
第
十
一
回
国
勢
調
査
結
果
と
し
て
公
に
さ
れ
た
「
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別
人
口
概

数
」
に
よ
っ
た
。
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ま
た
、
一
九
二

O
年
l
一
九
七

0
年
間
の
都
道
府
県
毎
の
国
勢
調
査
期
間
の
人
口
変
動
の
要
因
の
変
化
を
段
階
的

3gmm)
に
と
ら
え
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第1図人口変動のB型

A型 自然増加〉社会減少

B型 自然増加>社会増加

C型 自然増加く社会増加
D型 自然減少く社会増加

E型 自然、減少く社会増加

F型 自然減少く社会減少

G型 自然減少く社会減少

H型 自然増加く社会減少

、、

P
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P
-
M
(切
l
u
)
十
い
門
(
阿
|
。

)
H
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H
V
(越
国
司
〉
ロ
)

b 
ドu

o~勺件

回

り

11 
o~仲

>-< 

。
11 

ζ 

" 
環器
煙
剛

司
土
砂
川
伊
雨
明
烏
〉
〉
ロ
糊
片

岡

J

昨
年
際
局
)
〉
ロ
潜

回
目
山
刊

E
R営
3
N
V
E除
糊
沖

り
い
同
門
刊

E
R惜
山
寺
何
日
浦
円
糊
片

何
日
件
付
B
R営
与
が
冊
m
u
f糊
片

る
た
め

t
(
リ
田
丘
町
田
町
同
ロ
。
。
・
0
丘
町
ロ
丘
町

mgurwu
を
用
い
た
。

こ
の
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
、
人
口
変
動
の
要
因
の
型
と
し
て
第

一
図
に
示
さ
れ
た
八
つ
の
型
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿

で
調
査
し
た
一
九
二

O
年
|
一
九
七

0
年
間
に
お
い
て
、
都
道

府
県
毎
に
み
た
場
合
実
際
に
は
、

A
型、

B
型、

C
型、

H 
型

が
あ
ら
わ
れ
、
他
の
型
は
み
ら
れ
な
い
。

各
地
域
の
人
口
変
動
の
要
因
の
型
を
判
定
す
る
た
め
の
資
料

と
し
て
は
、

一
九
二

O
年
|
一
九
七

0
年
間
の
国
勢
調
査
結
果

を
利
用
、
純
社
会
増
加
量
は
、
都
道
府
県
別
の
増
加
人
口
数
と

自
然
増
加
数
か
ら
、

E

〈

E
巴】田富山田昨日

2
5
2宮
内
切
に
よ
り
、

左
記
公
式
を
利
用
し
推
定
し
た
。
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とF 戦後の
ベビーフーム

(お)
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出生率の
増加傾向

30 

20 

10 

(年〉6970 67 65' 63・61 59 57 55 53 51 49 ぶ/11949
年

。
日
円
山
骨
耳
打
抽
出
与
が
掛
川
正
際

こ
の
結
果
得
ら
れ
た
自
然
増
加
数
お
よ
び
純
社
会
増
加
を
2

の
R
Z白山田口

円
。
.
。
同
仏
山
口
同
同
m
w
m
H
m
w
匂

Fuw

に
プ
ロ
ッ
ト
し
、
各
年
の
人
口
変
動
の
要
因
の
型
を

決
定
し
た
。

出生率の年変化(1947年一1970年)

最
近
の
日
本
の
人
口

付

大
都
市
周
辺
県
に
依
然
と
し
て
高
い
人
口
増
加
率

昭
和
四
五
年
十
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
、
第
十
一
回
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

日
本
の
人
口
は
、

一O
三、

七
O
三、

五
五
二
人
で
、
国
勢
調
査
と
し
て
は
、

は
じ
め
て
一
億
人
を
超
え
た
(
実
際
に
は
昭
和
四
二
年
に
一
億
人
を
超
え
た
)
0

こ
れ
は
、
第
一
回
国
勢
調
査
人
口
が
、

五
五
、
三
九
一
、

四
八
一
人
と
比

ベ
、
八
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
で
あ
る
。

第2図

今
回
(
昭
四
O
l
四
五
)

の
増
加
率
は
、
前
回
(
昭
三
五
|
四
O
)

の
五
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
、
前
々
回
(
昭
三
O
|
一
一
一
五
)

の
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ

る
と
、
や
や
上
向
き
の
数
値
(
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
を
示
し
て
い
る

(第

図)。最
近
の
こ
の
増
加
率
の
上
昇
は
、
戦
後
の
ベ
ビ

l
ブ
l
ム
(
昭
二
一
一
l
二
四
)
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巨ヨ人口増加地域

自主ヨ人口増加率が全国平均を
上回る地域

第3図人口増加地域(1965年一1970年)

(%). 

30 

10 

埼玉

千葉

(%) 

30 

20 

阪

知

庫

京

大

愛

兵

東

20 

lO 

。

増加率.~ L 

i年目950・551955・601960・651965・70
増加率/1
一年11950・551955・601960・651965-70

第4図 国勢調査期間の人口増加率



時
(
出
生
率
三
三
パ

1
ミ
リ
以
上
)

に
お
け
る
女
子
が
、
結
婚
出
産
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。

県
別
の
人
口
増
加
を
み
る
と
、
依
然
と
し
て
埼
玉
千
葉
|
神
奈
川
|
静
岡
|
愛
知
l
大
阪
|
兵
庫
l
岡
山
と
い
っ
た
、
太
平
洋
ベ
ル

ト
地
帯
に
多
く
の
増
加
地
域
の
分
布
が
み
ら
れ
る
(
第
三
図
)
。

今
回
(
昭
四

O
i四
五
)
人
口
増
加
率
の
最
も
高
か
っ
た
地
域
は
、
埼
玉

で
、
こ
れ
は
、
戦
後
の
国
勢
調

(
一
一
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
)

査
期
間
人
口
増
加
率
中
、
神
奈
川
(
昭
三
五
i
四
O
)
の
二
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
次
ぐ
高
率
の
も
の
で
あ
る
。

人
口
増
加
率
の
高
か
っ
た
地
域
と
し
て
、
千
葉
(
二
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
神
奈
川
(
二
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
愛
知
三
二
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
)
、
大
阪
(
一
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
奈
良
三
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
)
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
前
回
(
昭
三
五
l
四
O
)
と

比
べ
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
を
有
す
る
都
府
県
の
増
加
率
は
、
減
少
し
て
い
る

(
第
四
図
)
O

日本の人口変動(1920年一1970年)

こ
れ
は
、
大
都
市
人
口
の
増
加
率
が
鈍
化
文
は
減
少
に
転
じ
た
た
め
で
あ
る
o

東
京
二
十
三
区
の
人
口
増
加
率
は

0
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
(
昭
四

O
l四
五
)

の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
と
く
に
、
都
心
部
の
人
口
減
少
が

目
立
ち
、
都
心
三
区
の
み
な
ら
ず
、
二
三
区
中
一
六
区
は
、
す
で
に
人
口
減
少
区
で
あ
り
、
人
口
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
は
顕
著
で
あ
り
ド

ー
ナ
ツ
の
穴
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

大
阪
に
お
い
て
も
、
二
三
区
中
、
住
吉
区
、
東
住
吉
区
と
い
っ
た
大
阪
南
部
の
二
区
を
除
き
、
人
口
減
少
区
で
あ
る
。
同
様
な
こ
と

は
、
横
浜
に
つ
い
て
も
い
え
、
都
心
部
の
中
区
、
西
区
は
、
減
少
区
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
埼
玉
、
千
葉
、
奈
良
の
人
口
増
加
率
は
前
回
(
昭
三
五
|
四

O
)
の
数
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
高
い
人
口

増
加
率
は
、
県
外
か
ら
の
転
入
人
口
の
増
加
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
千
葉
、
埼
玉
の
社
会
増
加
率
(
昭
四
三
l
四
四
)
は
、
そ
れ
ぞ

167 

れ
三
六
・
三
パ

1
ミ
リ
、
三
三
・
二
パ

1
ミ
リ
と
と
く
に
高
い
値
を
示
し
て
い
る
(
第
五
図
)
0
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巨主ヨ 20%。以上

巨三ヨ 10""20%0

Eヨ O~川。

ま
た
、
埼
玉
に
は
、
人
口
増
加
率
(
昭
四

O
l四
五
)
が
、

0
0パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
市
町
村
が
、

五
地
域
(
春
日
部
市
、

上
尾
市
、
新
座
町
、
富
士
見
町
、
三
芳
村
)

み
'
ら
れ
、

い
ず
れ

も
、
埼
玉
南
部
の
東
京
近
郊
で
あ
り
、
近
年
の
宅
地
化
、
転
入
人

口
の
増
加
の
激
し
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

社会増加率 (1968年)

奈
良
に
お
い
て
も
、
人
口
増
加
率
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
(
昭

五
ー
四

O
)
か
ら
、

二
了
六
パ
ー
セ
ン
ト
(
昭
四

O
l四
五
)

へ
と
高
ま
っ
て
い
る
。

増
加
率
の
高
か
っ
た
(
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
)
地
域
は
、
生

駒
山
地
を
境
に
大
阪
に
接
す
る
生
駒
郡
(
二
一
一
了
八
パ

l
セ
ン

第5図

ト
)
は
じ
め
、
近
鉄
奈
良
線
で
大
阪
に
通
じ
る
大
和
郡
山
市
(

五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
近
鉄
南
大
阪
線
で
大
阪
に
通
じ
る
橿
原

市
(
三
一
了
三
パ
ー
セ
ン
ト
)

香
芝
町

(
一
一
一
・
三
パ

l
セ
ン

ト
)
と
大
阪
に
直
結
し
た
地
域
に
み
ら
れ
、

」
こ
に
は
、
急
速
な

大
都
市
の
郊
外
化
さ
れ
た
人
口
と
さ
か
ん
な
宅
地
化
の
現
象
が
あ

る。
」
の
よ
う
に
大
都
市
周
辺
に
隣
接
す
る
地
域
(
埼
玉
、
千
葉
、
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奈
良
を
は
じ
め
茨
城
、
群
馬
、
栃
木
、
静
岡
、
京
都
、
滋
賀
)
に
お
い
て
依
然

と
し
て
、
人
口
増
加
率
は
高
く
、
都
道
府
県
に
み
て
も
人
口
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象

を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

伺

人
口
減
少
つ
づ
く
東
北
、
四
園
、
九
州

人口減少地帯 (1965年一1970年)

人
口
の
減
少
地
域
は
、
東
北
|
北
陸
|
山
陰
i
四
国
1

九
州
に
分
布
が
み
ら
れ

る
(
第
六
図
)
0

人
口
減
少
は
前
回
(
昭
三
五
|
四

O
)
の
二
六
県
か
ら
今
回

(
昭
四

0
・1

四

五
)
の
二

O
県
へ
と
減
少
し
て
い
る
。

又
、
人
口
減
少
に
お
い
て
も
、
福
井
、
鹿
児
島
を
除
き
、
そ
の
減
少
率
は
低
下

の
傾
向
に
あ
る
。

第B図

こ
れ
は
、
年
々
社
会
増
加
率
が
低
下
、
又
は
社
会
減
少
県
が
社
会
増
加
県
へ
と

転
じ
た
た
め
で
あ
る
。

(
社
会
減
少
県
は
、

四
一
県
(
昭
三

O
)、
三
九
県
(
昭

五
)
、
三
六
県
(
昭
四

O
)、
三
二
県
(
昭
四
三
)
)

全
国
的
に
は
、
都
府
県
聞
の
、
激
し
い
移
動
は
一
応
安
定
し
て
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。こ

の
よ
う
な
全
国
的
な
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
も
、
東
北
、

四
国
、
九
州
に
は
、
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国勢調重量期間の人口増加率

都道府県|昭40 1日間 |昭30 1昭25~J 都道府県|昭40 1昭35 1昭30 1昭25
-45 1 -401 -351 -3()，IP1'=""'" 1 -451 -401 -351 -30 

一重 1.9 全 国 5.5 5.2 4.6 7.3，ニ

北海道 0.2 2.6 5.6 11. 0
1
滋賀 4.3 1.31 -1.31 -0.9 

青 森 0.8 -0.7 3.2 7.81京都 7.0 5.51 3.01 5.6 

岩 手 -2.8 -2.6 1.5 6.0，大阪 14.5 20.91 19.21 19.7 

宮 城 3.8 0.6 0.9 3.8
i
兵庫 3.0 10.31 7.91 9.4 

手火 国 -3.0 -4.2 1.0 3.0
1
奈良 12.6 5.71 0.51 1. 7 

山 形 -3.0 -4.4 -2.4 1.5 2.51 -0.51 2.5 

福 島 -1.9 -3.3 -2.1 1. 61
鳥取 -1.9 -3.21 -2.51 2.3 

茨 城 4.2 0.4 -0.8 1. 3'島根 -5.8 -7.61 -4.31 1. 8 

栃 木 3.9 0.5 -2.2 --0・2i岡 山 3.8 1.4 -1.1 -1. 7 

群 』馬 3.3 1.7 -2.2 0.8広 島 6.8 -4.4 -1.6 3.2 

埼一 玉 28.2 24.0 7.4 5.4 山 口 2.1 -3.7 一一0.5 4.5 

千 葉 24.6 17.0 4.6 3.1 徳 島 -3.0 -3.8 -3.5 0.0 

東 京 4.9 12.2 20.5 28・011香 JII 0.8 2.0 -2.6 0.2 
神奈川 23.5 28.7 17.9 17.4愛 媛 -2.0 -3.6 -2.6 1.2 

新 潟 -1.6 -1.8 -1.3 O. 5 高 ま日 -3.2 -4.9 一-3.2 1.0 

富 山 0.5 -0.7 1.1 1.2 福 岡 1.6 -1.0 3.8 9.3 

石 J11 2.2 0.7 0.7 0.9 佐 賀 -3.8 -7.5 -3.2 3.0 

福 井 -0.8 -0.3 -0.2 -0.2 長 崎 -4.3 -6.8 0.7 6.2 

山 重2 0.2 -2.4 -3.1 -0.5 責超 本 4.0 -4.6 -2. 1 3.7 

長 野 -0. 1 -1.2 -2.0 1.9 大 分 -2.7 -4.2 -2.9 1.9 

岐 阜 3.4 3.81 3.5 -2. 7 -4.8 -0.4 4.4 

静 岡 6. 1 5.71 4.0 7. 鹿児島 -6.7 -5.6 -4.0 1.8 

愛 実日 12.2 14.11 11. 6 11. 

第1表

減
少
県
が
多
く
分
布
し
て
い
る
。
減
少

率
の
と
く
に
官
向
か
っ
た
鹿
児
島
で
は
、

県
下
九
六
市
町
村
の
う
ち
、
九
二
の
市

町
村
は
人
口
減
少
地
域
で
あ
り
、
昭
四

O
年
|
四
五
年
間
に
、
約
二
了
五
万

人
と
地
方
都
市
に
相
当
す
る
人
口
が
減

少
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
な
人
口
減
少
は
、
低
い
自

然
増
加
率
と
高
い
社
会
減
少
率
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

九
州

四
国
の
全
県
は
、
全
国
平
均

自
然
増
加
率
ご
二
・
一
パ

1
ミ
リ
、

昭
四
一
二
)
を
下
回
っ
て
お
り
、
鹿
児
島
、

徳
島
、
高
知
で
は
、
全
国
平
均
の
二
分

の
一
以
下
の
自
然
増
加
率
で
あ
る

第

七
図
)

0

社
会
増
加
率
も
、
九
州
、

四
国
の
全
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EE自 12.凡以と
Eヨ 6.0~川%。
己コ 5問。以下
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県
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
佐
賀
、
鹿
児
島
で
は
、

マ
イ
ナ
ス
二

O

パ
l
ミ
リ
(
昭
四
三
)
を
超
え
て
い
る
。

現
在
、
社
会
減
少
率
は
、

四
国
よ
り
は
む
し
ろ
九
州
が
高
く
、

大
都
市
地
域
に
近
い
地
域
よ
り
順
次
人
口
流
出
の
波
が
押
し
寄

自然増加率(1968年)

せ
、
現
在
は
、
大
都
市
地
域
よ
り
遠
く
離
れ
た
地
域
で
、
人
口
流

出
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

人
口
変
動
要
因
の
類
型

付

大
正
九
年
|
大
正
一
四
年
間
の
人
口
変
動
要
因
の
型

大
正
九
年
|
大
正
一
四
年
間
の
日
本
各
地
域
の
人
口
変
動
の
要

第7図

因
の
型
を
み
る
と
、
福
井
、
奈
良

(
H型
地
域
)
を
除
き
、
す
べ

て
が
増
加
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は

A
型
地
域
で
あ
り
、
人

口
の
増
減
が
、

ほ
と
ん
ど
自
然
増
加
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
他
県
と

の
人
口
交
流
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

大
都
市
地
域
へ
の
明
確
な
人
口
供
給
地
域
と
し
て
の
人
口
流
出

県
は
、
明
ら
か
に
少
な
か
っ
た
。

封
鎖
人
口
集
団
に
近
い
状
態
に
あ
る
時
は
、
こ
の
型

(
A
型
)
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人口変動要因の型の分類

11 
1920年......1925年 1965年......1970年

A 型 北海道，青森，秋田，岩手，宮 北海道，青森，宮城，茨城，栃

城，山形，福島，新潟，茨城， 木，群馬，東京，富山，石川，

千葉，群馬，栃木，埼玉，山梨 福井，長野，岐阜，三重，和歌

長野，静岡，石JII，富山，岐阜 山，香川，福岡

三重，和歌山，鳥取，島根，岡

山，広島，四国全県

大分を除く九州全県

B 型|間愛知京都兵庫山 l静岡愛知滋賀京都大阪
ロ，大分 兵庫，岡山，広島

C 型 11 東京，大阪 | 埼玉，千葉，神奈川，奈良
H 型1樹奈良 岩手，秋田，山形，福島，新潟

山梨，鳥取，島根，山口，徳島

愛媛，高知，佐賀，長崎，熊本

宮崎，鹿児島

第2表

が
み
ら
れ
る
が
、
都
市
の
発
展
に
よ
り
、
農
村
地
域
↓
都
市
地
域

へ
と
人
口
移
動
が
生
ま
れ
、
閉
鎖
人
口
は
解
放
さ
れ
、
社
会
増
加

(
減
少
)
を
示
す
よ
う
に
な
る
。

大
正
九
年
|
大
正
一
四
年
間
の
人
口
集
団
は
、
府
県
単
位
に
み

た
場
合
、
封
鎖
的
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
東
京
、
大
阪
は
当
時
す
で
に

C
型
に
達
し
、
現
在
の

大
都
市
圏
形
成
の
地
域
構
成
の
芽
は
出
て
き
た
が
、
埼
玉
、
千
葉

は
、
当
時
A
型
で
あ
り
大
都
市
圏
と
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い

第

二
表
)
。伺

昭
和
四

O
年
|
昭
和
四
五
年
聞
の
人
口
変
動
要
因
の
型

大
正
九
年
|
大
正
一
四
年
間
は
、

A
型
地
域
が
ほ
と
ん
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
以
降
都
市
化
、

工
業
化
の
過
程
が
進
行
す
る
に
つ

れ
、
農
村
地
域
と
そ
れ
と
の
格
差
が
明
確
に
あ
り
、
都
府
県
聞
の

地
域
格
差
も
顕
著
に
な
り
、
農
村
人
口
の
都
市
へ
の
流
出
が
み
ら

れ
、
農
村
人
口
の
相
対
的
減
少
か
ら
絶
対
的
減
少
へ
、
大
都
市
を

有
す
る
都
府
県
の
人
口
の
急
増
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。



人
口
変
動
要
因
の
型
と
し
て
は
、
全
国
的
に

H
型
化
地
域
、

C
型
化
地
域
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
o

H
型
地
域
で
は
、
単
に
移
動
の
結
果
人
口
が
減
少
す
る
だ
け
で
な
く
、
若
年
層
の
選
択
的
移
動
が
行
な
わ
れ
た
め
、
出
生
率
は
低
下

し
、
自
然
増
加
率
の
低
下
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

九
州

四
国
で
は
、
全
国
の
自
然
増
加
率
の
平
均
ご
二
・
一
パ

1
ミ
リ
、
昭
四
一
一
一
)

の
二
分
の
一
以
下
の
地
域
が
み
ら
れ
た
の
も
、

こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

H
型
地
域
が
、
最
も
多
く
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
昭
和
三

O
年
l
四
0
年
間
で
あ
り
、
都
府
県
聞
の
人
口
移
動
の

激
し
か
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。

昭
和
三
五
年

l
四
0
年
間
に
は
、

H
型
地
域
は
、
二
五
県
と
な
っ
た
。

一方、

H
型
地
域
よ
り
、
転
入
人
口
を
受
け
入
れ
た
地
域
で
は
、

C
型
化
が
す
す
み
人
口
は
急
増
し
た
。
大
正
九
年
|
昭
和
四

0
年
間

日本の人口変動 (1929年一1970年)

に
、
神
奈
川
で
は
二
三
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
一
九
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
阪
一
五
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
愛
知
二
一
九
・
六
パ

1
セ
ン
ト
、
埼
玉
二
一
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
葉
一

O
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

H
型
化
、

C
型
化
へ
の
人
口
変
動
の
要
因
の
両
極
化
の
現
象
も
昭
和
四

O
年
1

四
五
年
に
か
け
て
は
鈍
化
し
た
。

C
型
地
域
の
減
少
、

A
型、

B
型
地
域
の
増
加
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

H
型、

た
と
え
ば
、
大
阪
、
愛
知
は

C
型
(
昭
三
五
|
四

O
)
地
域
で
あ
っ
た
が
、

B
型
地
域
(
昭
四

0
1四
五
)

へ
と
転
じ
社
会
増
加
率
の

自
然
増
加
率
に
対
す
る
割
合
は
小
さ
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
人
口
集
積
(
人
口
変
動
の
要
因
の
型
で
い
え
ば

C
型
化
)
は
、
無
制
限

に
つ
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
地
域
格
差
の
是
正
に
と
も
な
い
、

ま
た
、
交
通
機
関
等
の
発
達
に
よ
り
大
都
市
周
辺
地
域
に
お
い
て
も
、
大

都
市
と
日
常
的
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
人
口
密
度
の
高
い
中
心
都
市
か
ら
周
辺
地
域
の
人
口
密
度
の
低
い
地
域
へ
と
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人
口
の
移
動
が
行
な
わ
れ
、
最
近
で
は
、
都
市
の
公
害
か
ら
の
が
れ
る
た
め
の
脱
都
市
が
行
な
わ
れ
、
大
都
市
で
の
人
口
集
積
は
低
下
し
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第3表 人口変動要因の型の移行(1920年一1970年)

I Al型 IH 型 IA2型 IBl型| C 型 IB2型
北海道 1920-1925 1935-ー19701925-1935 

古星放f 森手城
1920-1660 1960-1965 1965-1970 
1920-1960 196ひ-1970
1920-1970 

回 1920-1955 1955-1970 
可手 1920-1490 1950-1970 

要栃 木城島
192ひー19551955-1970 
1920-1955 1955-1960 
1920-1940 1950-1960 1960-1970 

群埼
a馬 1920-1955 1950-1960 1960-1970 
玉 1920ー1955 1955-1960 1960-1970 

千 京葉 1920-1955 1955-1960 1960-1970 

事新7吉奈川潟山i 

1965-1970 1920-1960 1960-1965 
1920-1935 1935-ー1970

1920-1955 1945-1970 
1920-1960 1960-1965 1965-1970 

福石 111 1920-1935 1935-1940 1950-1975 
井 1925-1935 1920-1925 1950-1950 

1935-1940 1965-1970 
1955-1965 

長山
梨 1920-1940 1950-1970 
野 1920-1970 

岐静愛
阜 1920-1970 
岡 1920-1930 1930-1935 1935-1965 1965-1970 
生日 1955-1965 1965-1970 

重都賀
1920-1955 1955-1960 1960-1970 

滋京
1620-1935 1935-1960 1960-1965 1965-1970 

1935-1965 1920-1935 
1955-1960 1950-1955 

1960-1970 
大 r阪 1920-1965 1965-1970 

兵奈和島 歌 庫根良山

1920-1970 
1920-1960 1960-1965 1965-1970 

1920-1955 1955-1960 1960-1970 
1920一一19351935-1940 1950-1955 

1955-1970 
烏 取 1920-1935 1935-1940 1950-1955 

1955-1970 

広岡 山島
1920-1935 1935-1965 1965-1970 
1920-1960 1960-1970 

山 口 1925-1955 1955-1970 1920-1925 
徳

j媛島" 

1920-1935 1935-1970 

香愛局
1920-1935 1935-1965 1965-1970 
1920-1955 1955-1970 

矢口 1920-1940 1950-1955 
1955-1965 1965-1970 

干高 岡 1920-1925 1960-1965 1955-1960 1925-1935 1935-1940 
1965-1970 1950-1955 

佐 賀 1920-1930 1930-1935 1935-1960 1960-1965 
1965-1970 

長
l本分埼
1920-1955 1955-1970 

熊大宮
1920-1935 1935-1970 
1925一一19351935-1970 1920-1925 

崎 1920-1925 1955-1970 1925-1930 
1930-1955 

鹿児島 1920-1930 1930-1940 1950-1955 
1955-1970 



て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
の
は
東
京
で
、
大
正
九
年

l
昭
和
三
五
年
の
間
は
、

C
型
地
域
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
五

年
!
四

O
年
は

B
型
に
、
昭
和
四

O
年
|
四
五
年
に
は
、

A
型
に
転
じ
、

C
型
↓
B
型
↓
A
型
と
社
会
増
加
率
の
低
下
を
示
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
に
、
昭
和
四

O
年
l
四
五
年
間
は
、

C
型
化
の
傾
向
は
弱
ま
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
激
し
い

H
型
化
、

悼
大
正
九
年
l
昭
和
四
五
年
聞
の
人
口
変
動
要
因
の
型
の
移
行

大
正
九
年
昭
和
四
五
年
間
の
、
都
道
府
県
の
国
勢
調
査
期
間
の
人
口
変
動
の
要
因
の
型
を
分
類
し
た
の
が
第
三
表
で
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
る
と
、
大
正
九
年
!
大
正
一
四
年
間
に
は
、
約
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
県
が
A
型
地
域
で
あ
り
、
全
国
的
に
み
て
人
口
増
加

日本の人口変動 (1920年一1970年)

率
が
偏
っ
て
高
い
又
は
低
い
地
域
は
多
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

都
市
化
、

工
業
化
の
す
す
ん
だ
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
は
、

A
型
↓
B
型
↓
C
型
へ
と

C
型
化
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
、
都
市
化
、

工
業

化
の
遅
れ
た
地
域
は

A
型
↓
H
型
へ
と
、

H
型
化
へ
の
移
行
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
(
表
中
C
型
化
の
県
の
中
に
は
、

い
っ
た
ん

H
型
化

し
そ
の
後
C
型
化
し
て
い
く
も
の
も
み
ら
れ
る
)
。

C
型
地
域
で
は
、
人
口
の
激
増
と
な
り
、
人
口
密
度
は
高
ま
り
、
次
第
に
住
宅
の
郊
外
化
、

起
こ
し
、
大
都
市
を
有
す
る
都
府
県
は
、

工
場
の
郊
外
化
、
学
園
の
郊
外
化
を
引
き

C
型
か
ら

B
型
へ
と
再
び

B
型
に
移
行
し
て
い
る
(
表
中
二
度
目
に
経
験
し
た

B
型
は
弘
型
と

し
て
い
る
)
0

さ
ら
に
こ
の
弘
型
は
、

A
型
に
ま
で
移
行
(
表
中
二
度
目
に
経
験
し
た
A
型
は
ん
型
と
し
て
い
る
)
し
て
い
る
。

表
の
各
都
道
府
県
の

C
型
化
、

H
型
化
の
移
行
が
、
順
次
行
な
わ
れ
た
も
の
は
、
一
二
八
県
認
め
ら
れ
左
記
に
示
し
た
よ
う
に
整
理
で
き
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る。
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A 
型

地
域

A 
型
↓ 
H 
型

O 
地
域

A
型
↓
H
型
↓
ん
型
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・::::一

O
地
域

A 
型
↓ 
B 
型

五
地
域

A 
型
↓ 
B 
型
↓ 
C 
型

四
地
域

A
型
↓
B
型
↓
C
型
弘
型
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
二
地
域

A
型
↓
B
型
↓
C
型
↓
弘
型
↓
ん
型
:
:
:
-
j
i
-
-
一
地
域

こ
の
よ
う
に
大
正
九
年
l
昭
和
四
五
年
間
の
各
県
の
人
口
変
動
の
要
因
の
変
化
は
、
多
く
の
県
が
(
四
六
県
中
三
八
県
)

順

次

移

行

し
、
各
地
域
の
地
理
的
特
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

付
記

本
報
文
は
、
第
一
四
回
歴
史
地
理
学
会
大
会
(
於
専
修
大
学
)
に
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
報
文
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
を
御
提
供
下

さ
っ
た
総
理
府
統
計
局
国
勢
統
計
課
の
方
々
と
資
料
の
整
理
に
御
助
力
い
た
だ
い
た
天
井
悦
子
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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天
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